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　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる

この季節に合わせて、火災の予防を目的と

した「秋の全国火災予防運動」が１１月９日

から１５日まで実施されます。かけがえのな

い生命、財産を火災から守るために家族、

近所で力を合わせて火災を無くしましょう。

■設置場所

１
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所

就寝に使用する部屋の天井、または
壁面に設置します（煙式が有効）。

就寝する階の階段の天井、または壁
面に設置します（煙式が有効）。

台所の天井、または壁面に設置しま
す（熱式が有効）。

逃げ遅れ防止に効果を発揮します

７つのポイント
【３つの習慣】
①寝たばこは絶対しない
②ストーブは、燃えやすいものから離して使用する
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
　消す
【４つの対策】
①逃げ遅れを防止するため、住宅用火災警報器を設
　置する
②寝具やカーテンなどは、防炎品を使用する
③初期消火のために、住宅用消火器などを常備する
④高齢者や体の不自由な人を守るために、隣近所の
　協力体制をつくる

日ごろの注意が火災を防ぐ
特 集

登米市消防署　星  耕  一  署長
こう いち

　万一火災が発生した場合に初期

消火を行う際は、炎の大きさや燃

え広がり方によっては無理をせず、

避難を優先してください。特に高

齢者や要介護者は、「火事だ！」と

叫んで周りの人に知らせ、助けを

求めることが大切です。

　火災警報器と消火器を設置して

いれば、火災にいち早く気付き、

初期消火によって被害を最小限に

抑えることが可能となります。

　火災から大切な命を守るために

も、火災警報器の早期取り付けと

消火器の設置をしましょう。

　
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

寝に使われている部屋のほか、台所や就寝に使用する部屋がある階

の階段への取り付けが効果的です。取り付け後は定期的（１カ月に

１度が目安です）に、火災警報器が鳴るかどうかをテストしてみま

しょう。また長期に家を留守にしたときも、火災警報器が正常に動

くかテストしましょう。

　住宅火災は、就寝時間と夕食

の準備時間に発生する割合が多

いのが特徴です。特に就寝中だ

と火災の発生に気付きにくく、

逃げ遅れてしまう可能性が高く

なります。

　火災警報器の取り付けは、子

ども部屋や高齢者の居室など就

　もし火災が発生してしまったときには、できるだけ早くその発生を知ることが非常に重要となりま

す。毎年、全国の火災による死亡者の多くは就寝中などの理由により逃げ遅れたもので、いち早く火

災発生に気付いていれば、助かったケースもあったと考えられます。

　こうした状況を踏まえ、平成１６年に消防法の一部が改正され、それに伴い市では、新築住宅につい

ては平成１８年６月１日、既存住宅は２０年６月１日から住宅用火災警報器の設置を義務付けています。

　火災から大切な命を守るために、住宅用火災警報器を早期に設置しましょう。

火災から自分の身を守るための必須アイテム

付いていますか？火災警報器
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９
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
３
回

１８

登
米
市
議
会
定
例
会
で
、
副
市
長

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら

副
市
長
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

井
林
貢
氏
が
副
市
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
副
市
長
の
任
期
は
、
平
成
　
年
２１

　
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　

１０

１７

２５

１０

１６

日
ま
で
の
４
年
間
で
、
布
施
市
長

の
下
、
引
き
続
き
登
米
市
発
展
の

た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

副
市
長
に

井
林
貢
氏
を
再
任

登米市副市長　井林　 貢  氏
みつぎ

主な経歴

■平成６年４月　宮城県総務部人事課長

■平成７年４月　宮城県環境生活部次長

■平成９年４月　宮城県公務研修所長

■平成１１年４月　宮城県国際交流協会専務理事

■平成１４年６月　仙台空港ビル専務取締役

■平成１７年１０月　登米市副市長

皆
さ
ん
の
活
動
の
現
場

皆
さ
ん
の
活
動
の
現
場
にに

市
長

が
訪
問
し

　
市
長

が
訪
問
し
てて

い
ま
す

い
ま
す

　
直
接
市
民
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

市
政
に
生
か
そ
う
と
い
う
目
的
で
、

参
加
団
体
が
活
動
し
て
い
る
現
場

へ
市
長
が
直
接
出
向
い
て
、
活
動

現
場
の
視
察
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
「
移
動
市
長
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
号
で
は
、
８
月
　
日
お
よ

２４

び
　
月
７
日
に
行
わ
れ
た
、
平
成

１０
　
年
度
第
１
回
・
２
回
の
移
動
市

２１長
室
の
活
動
内
容
を
紹
介
を
し
ま

す
。

皐
第
１
回
　

【
伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然
環
境
の
保

全
・
創
造
と
地
域
づ
く
り
】

　
市
を
代
表
す
る
伊
豆
沼
・
内
沼

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
、

渡
り
鳥
の
保
護
な
ど
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
「
迫
町
白
鳥
・
ガ
ン
愛
護
会
」

「
新
田
あ
る
も
の
探
し
の
会
」の
活

動
を
視
察
し
、
意
見
交
換
す
る
た

め
、
８
月
　
日
に
伊
豆
沼
・
内
沼

２４

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
　
年
度
第
１
回
移
動
市
長
室

２１

が
開
催
さ
れ
、
両
会
か
ら
役
員
９

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
前
沼

給
餌
池
や
野
鳥
観
察
館
、
は
す
祭

り
乗
船
場
な
ど
を
市
長
が
視
察
し
、

役
員
か
ら
の
沼
の
水
質
状
況
や
野

鳥
観
察
に
関
す
る
課
題
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
に
戻
り
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
冬
期
間
に
は
給
餌
池

の
斜
面
が
凍
結
し
、
見
学
者
が
沼

に
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
転
落
防
止
の
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
」「
沼
の
水
流
を
復
活
さ
せ

る
た
め
新
水
門
の
設
置
や
現
水
門

の
開
閉
に
つ
い
て
再
度
、
県
と
協

議
が
必
要
で
は
」
な
ど
、
今
後
の 野鳥の紹介看板について説明を受ける市長

移動市長室
「どこでも市長室」

野
鳥
愛
護
の
取
り
組
み
方
や
、
沼

の
水
質
改
善
に
向
け
て
の
改
善
策

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

皐
第
２
回

【
地
域
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
か
か
わ
り
】

　
市
の
組
織
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
事
業
に
か
か

わ
っ
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
の
紹
介
や
、

課
題
を
テ
ー
マ
に
　
月
７
日
、
登

１０

米
児
童
館
で
第
２
回
移
動
市
長
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
各
地
域
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
　
団
体
の
各
代

１１

表
者
　
人
が
参
加
し
、
子
育
て
事

２３

業
を
通
し
て
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
登
米
児
童
館
母
親
ク

ラ
ブ
「
み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
ト
と

よ
ま
」
の
代
表
者
か
ら
、
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

市
長
に
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
託
児

を
依
頼
す
る
際
の
、
基
準
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
預
か
っ
た

子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど

の
場
合
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と

が
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
か
ら
も
預

け
る
側
へ
の
周
知
を
も
っ
と
徹
底

し
、
そ
の
子
ど
も
ご
と
に
合
っ
た

託
児
を
目
指
し
た
い
」「
絵
本
な
ど

の
貸
し
出
し
を
、
市
内
の
支
援
セ

ン
タ
ー
で
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
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各代表者がそれぞれの意見を述べました


